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{輔重軽韓首己]

各教科教育は，その対象領域の全体換を子どもに与えるよう要請されている@自然科学教育

の場合，それは自然像 r与えられた歴史的段階における自然ないしその主要な諸領域につい

ての科学的知識の総体によって得られる，ある統一的な形象J(定時允胤・宵原将平}である。

外国語教育としての英語教育では，英語という掘別言語の像が，そして，国語教育との連携で

一般的な言語像が問題となる。

歴史教育が必要とするのは，科学的に総み立てられた「世界史や各国史の全体像Jである

{太田秀道入繍州事変という鋼別の援史事象を扱う襲警には，それが日本の近代取の中でEのよ

うな位置づけを持っかが関われるe 援史研究においては，これまで共有されてきた日本近代史

の金体像が大きく揺らいでいるo I日来の「講座派」的枠総みの解体が新たなパラダイムの形成

会意味せず，アブローチの多様化によって， r十五年戦争」期の膝史像が錯綜した状況にある
中で， rデモクラシーJと「ファシズムJを共犯「近代jの産物と認めつつ，その上で「近代J
の可能性を追求し続けることが必要であるという提起がなされている(商問裕之入

教科教背はどれも，対応する学問に学びながら，カとなる知識という点から対象領域の全体

像を独自に組み武でなければならないようで苦ある事 [Ml 
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